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図－１．試験地の位置図 
A：無処理区、B：クリップ区、C：忌避剤区を示す。

積雪地域におけるカラマツ植栽木へのシカ食害対策の効果 

冨森 加耶子（鳥取県林業試験場） 

 

Ⅰ はじめに 

 主伐後の再造林等による持続的な森林経営が進められる中（林野庁 2019）、鳥取県では植栽樹種の

ニーズが多様化している。本県ではスギやヒノキが主要な造林樹種であるが、近年は、短期間で成長

し早期に収穫が期待できる早生樹やニホンジカ Cervus nippon（以下、シカ）による枝葉や樹皮の採

食被害（以下、食害）を受けにくい樹種などが求められている。そのような中、本県の一部の林業事

業体からはカラマツが注目されている。カラマツは初期成長が早く（高橋 1960）、材の強度に優れ（田

村ら 2015）、マツ材線虫病による集団枯損の事例が少ないといった点、また、シカによる枝葉の食害

を受けてもすぐに新たな枝が伸長するため、食害耐性の高い樹種といわれており（Akashi 2006）、造

林樹種としての期待が高まっている。 

 鳥取県では東部地域を中心にシカの生息密度が高く（鳥取県 2017）、造林する上で植栽木への食害

対策は必須である。様々なシカ食害防止用の器材が開発される中、侵入防止柵やツリーシェルターは

多雪地帯では積雪による損壊が懸念されるため、各地域の環境に適した食害対策手法を確立する必要

がある。 

 本研究では、カラマツの食害状況を把握するとともに、施用が比較的容易と考えられる食害防止ク

リップ及び忌避剤による食害対策の効果を検証した。 

 

Ⅱ 材料と方法 

１ 試験地の設定 

 試験は鳥取県八頭郡智頭町駒帰地内（北緯35度13分，

東経134度21分）のカラマツ造林地で行った（図－１）。

当該地はシカの食害によるスギ不成績造林地跡であり、

2019年 12月9日に所有者によって2年生のカラマツが

2,700本/haで植栽された。造林地の標高は680m、面積

は約1haである。造林地から約15km離れた智頭アメダス

観測所における年平均気温は12.9℃、年平均降水量は

1924.1mm、平年の最深積雪は40cmである（気象庁 2020）。

斜面は南西向き、土壌は褐色森林土、植生はススキ、ワ

ラビ、イネ科草本が多く出現する。 

 植栽同日に造林地の中に試験区を3か所設置し、各試

験区の植栽木には異なる処理を施した（図－１）。3つの

試験区は隣接しており、それぞれの面積は約0.02haであ



- 31 - 
 

る。供試木は無作為に抽出した

が、植栽時の平均樹高はクリッ

プ区と忌避剤区の間に差がみら

れた（Steel-Dwass法、p<0.05）。 

 クリップ区は、植栽木にTS

プロテクション（TS Holz社製、

写真－１、以下クリップ）を装

着した。クリップは主軸の先端

に巻き付けて固定し、長く伸び

た突起部（長さ20cm）でシカの

食害から主軸を物理的に保護す

る仕様である。主軸より突起部

が大きく出るように装着すると

クリップの重みで主軸が傾くた

め、クリップは主軸の先端から

突起部が5cm程度出るように装

着した（写真－２）。クリップの

装着は植栽同日の2019年12月9日に行い、現地調査時には毎回クリップを着け直した。 

 忌避剤区は、植栽木に野生動物食害忌避剤のジラム水和剤（農林水産省登録第17911号、以下忌避

剤）を散布した。散布方法は当該造林地の施業者が実施する方法に従い、忌避剤を4倍希釈した後、

手動の蓄圧式噴霧器で1本あたり約15mlを植栽木の全面に散布した。忌避剤の散布は、植栽当年の

2019年 12月に1回、翌年の2020年4月、7月に2回行った。試験地の下刈りは2020年6月末に行っ

た。 

２ 現地調査 

 2019年12月から2020年11月にかけて食害状況及び成長の調査を行った。食害調査は毎月実施し、

食害痕の有無を目視で確認した。食害痕が見られた場合は部位を主軸又は側枝に分けて記録し、次回

以降の調査で識別できるように油性ペンで印を付けた。4月、7月の調査は忌避剤の散布前に行った。

成長調査は2019年12月、2020年10月に実施し、主軸又は側枝のうち地上から最も高い枝までの高

さを樹高として測定した。 

 

Ⅲ 結果と考察 

１ 植栽木の食害状況 

 調査終了時点での累積食害率は無処理区91.1%、クリップ区95.5%、忌避剤区84.7%であり、処理間

で有意な差はなかった（図－２、Tukeyの方法）。1～3月までの食害率は、無処理区30%に対してクリ

ップ区及び忌避剤区では15%以下で推移した。しかし、その後は3～4月、6～7月、8～9月に食害率

表－１．各試験区の概要 

試験区名 面積（m
2
） 供試数（本）

平均樹高（cm）
±標準偏差

無処理区 207.41 56 62.1±21.1

クリップ区 244.44 66 58.0±18.9

忌避剤区 266.67 72 64.8±22.4

写真－２．TS プロテクション装
着時の様子（樹高56.5cm） 

写真－１．使用した TS プロテク
ション（縦26cm×横9.5cm） 
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が大きく増加した。3～4月はカラマツの展葉、

6～9月は成長によってクリップから抜け出し

た部分や忌避剤が付着していない部分が食害を

受けたことで食害率が増加したと考えられた。

いずれの処理区も繰り返し食害を受けたことで

樹形が盆栽状となったり、枯死に至ったりした

個体は見られなかった。 

 調査終了時点での食害部位の内訳を図－３に

示した。無処理区及びクリップ区では約80%の

個体が主軸及び側枝の食害を受けた。 

 クリップ区は、植栽木の主軸が保護されてい

るにもかかわらず、側枝だけでなく主軸の食害

も多かった。現地での観察から、主軸がクリッ

プの先端よりも大きく伸長したことや風の影響

と思われるクリップのずれ及び落下が原因と推

察された。高知県でスギ、ヒノキを対象にクリ

ップの効果を検証した事例では、主軸を保護す

るためには成長期にクリップの着け直しが必要

と指摘している（四国森林管理局 2019）。本試

験では1か月に一度クリップを着け直したが、

継続的に主軸を保護することは困難であった。

このことから、カラマツに対するクリップの食

害防止効果を高めるためには、一か月よりも短

い間隔でクリップの着け直しが必要と考えられ

た。 

 忌避剤区は、主軸及び側枝の食害を受けた個

体が45.8%、主軸のみが6.9%であり、3処理の

中で主軸の食害が最も少なかった。尾崎（2001）

の報告では、ヒノキを対象に本試験と同じ忌避

剤を4倍希釈で使用し、1本あたり40ml を 6月と9月に散布した結果、主軸の食害率は46～79.6%で

あった。本試験では1本あたり15mlの散布量で主軸の食害率54.3%であり、尾崎（2001）と同様にシ

カの食害を完全に防止することはできなかったが、少ない散布量でも樹高成長に重要と思われる主軸

の食害を約50%防ぐことができると考えられた。 

 

 

図－２．各処理区の食害率の変化 

図－３．調査終了時点での食害部位の内訳 

図－４．各処理区の樹高成長 
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２ 植栽木の樹高成長 

 各処理の1成長期間における平均樹高成長量は、無処理区15.7±13.9cm、クリップ区15.7cm±9.7cm、

忌避剤区16.4cm±11.1cmであり、処理間で有意な差はなかった（図－４、Steel-Dwass法）。１の結

果より、忌避剤区は無処理区及びクリップ区と比較して主軸の食害が少なかったが、樹高成長は同等

であった。これは、いずれの処理区も食害を受けた主軸近くの側枝が主軸と同等又はそれ以上に成長

したことによるものと考えられた。今回は1成長期の結果であるため、今後も引き続き成長調査を行

い、繰り返しの食害による成長や樹形への影響を調査する必要がある。 

 

Ⅳ おわりに 

 本試験では食害対策の有無にかかわらず多くの個体が食害を受けたが、忌避剤区では主軸の食害が

最も少なかった。シカによる食害の防止は困難であったが、カラマツに対してはクリップよりも忌避

剤を用いた対策が適すると考えられた。今後も引き続き成長調査を行うとともに、成長に伴い発生が

予想される樹皮の食害についても調査する必要がある。また、今回の調査期間中は平年と比較して積

雪量が著しく少なかった（最大積雪深：20cm）ため、各処理区に対する積雪の影響についても検討す

る必要がある。 
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